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現
在
の
診
療
体
制
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

現
在
の
診
療
体
制
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

小
児
科
、
産
婦
人
科
、
泌
尿
器
科
に
つ
い
て
は
、

常
勤
医
師
が
不
在
の
た
め
、
入
院
患
者
を
受
け

入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
外
来
診
療

の
み
と
な
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
大
変

ご
不
便
を
お
掛
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
神
経
内
科
】

◇
５
月
か
ら
常
勤
医
師
１
人
が
火
・
木
曜
日
の
週
２
日
、
外
来
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
小
児
科
】

◇
非
常
勤
医
師
１
人
と
県
立
こ
ど
も
病
院
か
ら
の
派
遣
医
師
１
人
（
木
・
金
曜
日
の
み
）

の
計
２
人
で
外
来
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
泌
尿
器
科
】

◇
非
常
勤
医
師
１
人
が
月
曜
日
と
水
曜
日
の
午
前
中
に
、
外
来
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
産
婦
人
科
】

◇
非
常
勤
医
師
１
人
が
外
来
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
６
月
か
ら
は
月
・
火
・
木
曜
日
の

週
３
日
の
診
療
と
な
り
ま
す
（
５
月
中
は
、
月
・
火
・
水
・
木
曜
日
の
週
４
日
）。

【
耳
鼻
い
ん
こ
う
科
】

◇
３
月
ま
で
は
、
非
常
勤
医
師
だ
け
で
し
た
が
、
４
月
か
ら
は
常
勤
医
師
と
な
り
、
入
院

業
務
を
再
開
し
て
い
ま
す
。

診療科目
内科
神経内科
小児科
外科
整形外科
脳神経外科
皮膚科
泌尿器科
産婦人科
眼科
耳鼻いんこう科
リハビリテーション科
放射線科
歯科口腔外科
麻酔科

外来（診療日）
○ 月～金曜日
○ 火・木曜日
○ 月～金曜日
○ 月～金曜日
○ 月～金曜日
○ 月～金曜日
○ 月～金曜日
○ 月・水曜日
○ 月・火・木曜日
○ 月～金曜日
○ 月～金曜日
○ 月～金曜日
○ 月～金曜日
○ 月～金曜日
○ 月～金曜日

入院
○
○
×
○
○
○
○
×
×
○
○
○
○
○
○

診療体制一覧

診療受付時間
午前7時45分～11時30分

２
接
遇
の
向
上

市
民
の
皆
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
、
愛
さ

れ
る
病
院
と
な
る
た
め
に
は
、
医
療
技

術
の
向
上
や
安
全
性
の
確
保
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
職
員
が
常
に
医
療
を
受
け

る
人
の
立
場
で
考
え
、
行
動
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

医
師
や
看
護
師
を
は
じ
め
、
す
べ
て

の
職
員
が
病
院
の
基
本
理
念
を
念
頭
に

置
き
、
心
を
込
め
て
患
者
さ
ん
に
接
す

る
よ
う
、
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

〈
市
民
病
院
の
基
本
理
念
〉

地
域
住
民
の
生
命
と
健
康
を
守
る
た

め
、
常
に
「
慈
愛
の
精
神
」
を
も
っ
て
、

愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
、
信
頼
さ
れ
る
病

院
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

経
営
改
善

厳
し
い
経
営
状
況
を
何
と
か
乗
り
切

る
た
め
、
市
民
病
院
で
は
、
様
々
な
経

営
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

１
経
営
改
善
委
員
会
の
設
置

昨
年
度
か
ら
外
部
委
員
４
人
と
病
院

幹
部
職
員
６
人
に
よ
る
「
市
民
病
院
経

営
改
善
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
様
々

な
観
点
か
ら
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
現

在
、
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
経
営
改

善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

〈
経
営
改
善
の
主
な
も
の
〉

①
医
師
の
早
期
確
保
・
勤
務
環
境
な
ど

の
改
善

②
臨
床
研
修
指
導
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
強

化
③
職
員
の
資
質
・
接
遇
の
向
上

④
職
員
数
の
削
減
、
人
件
費
の
抑
制

⑤
医
療
機
器
や
施
設
改
修
な
ど
の
経
費

削
減

⑥
レ
セ
プ
ト
点
検
・
検
査
・
清
掃
な
ど

各
種
業
務
委
託
費
の
削
減

⑦
看
護
体
制
を
充
実
さ
せ
る
７
対
１
看

護
配
置
基
準
の
取
得
（
平
成
19
年
２

月
実
施
済
み
）

⑧
９
病
棟
を
７
病
棟
に
病
棟
再
編
（
平

成
19
年
４
月
実
施
済
み
）

⑨
療
養
環
境
加
算
施
設
基
準
の
取
得
と

亜
急
性
期
病
床
の
確
保

⑩
医
療
費
未
収
金
回
収
率
の
向
上

⑪
入
院
医
療
費
包
括
評
価
方
式
（
※
Ｄ

Ｐ
Ｃ
）
の
早
期
導
入

※
Ｄ
Ｐ
Ｃ
…
従
来
の
診
療
行
為
ご
と
に
診
療

費
を
計
算
す
る
方
式
と
は
異
な
り
、
入
院

患
者
さ
ん
の
病
名
な
ど
に
基
づ
い
て
１
日

当
た
り
定
額
払
い
と
な
る
会
計
方
式
で
す
。
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３
病
院
機
能
評
価

病
院
機
能
評
価
は
、
各
医
療
機
関
の

優
劣
を
比
較
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ

れ
ぞ
れ
の
病
院
が
自
ら
優
れ
て
い
る
点

や
改
善
す
べ
き
点
を
把
握
し
、
医
療
に

お
け
る
質
の
向
上
や
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
つ
な
げ
て
い
く
目
的
で
行
う
も
の
で

す
。一

定
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
病
院
に
は

５
年
間
の
認
定
が
与
え
ら
れ
、
現
在
、

全
国
に
あ
る
約
９，
０
０
０
の
病
院
中
、

約
２，
２
０
０
の
病
院
が
認
定
を
受
け
て

い
ま
す
。

市
民
病
院
も
、
認
定
制
度
発
足
直
後

の
平
成
９
年
度
に
認
定
を
受
け
、
県
下

で
は
２
番
目
、
全
国
で
も
34
番
目
の
認

定
病
院
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
質
の
高
い
医
療
や
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
る
病
院
を
目
指
す
た
め
、

現
在
、「
病
院
機
能
評
価
Ｖ
ｅ
ｒ．
５
」

の
認
定
に
向
け
た
作
業
に
全
職
員
が
取

り
組
む
と
と
も
に
、
病
院
の
業
務
全
体

を
見
直
し
、
よ
り
よ
い
病
院
と
な
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。

病
院
や
診
療
所
と
の
連
携

市
民
病
院
で
は
、
外
来
患
者
の
皆
さ

ん
の
待
ち
時
間
を
で
き
る
限
り
少
な
く

す
る
た
め
、
予
約
制
を
基
本
と
し
て
診

療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

日
常
の
健
康
管
理
を
支
え
る
か
か
り

つ
け
医
と
、
よ
り
専
門
的
な
治
療
や
高

度
な
検
査
を
行
う
市
民
病
院
が
そ
れ
ぞ

れ
に
役
割
を
分
担
し
な
が
ら
、
適
切
な

医
療
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

市
民
病
院
以
外
の
医
療
機
関
で
何
ら

か
の
治
療
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
が
、

新
た
に
市
民
病
院
で
受
診
さ
れ
る
場
合

に
は
、
他
の
医
療
機
関
で
の
診
療
情
報

が
大
切
に
な
り
ま
す
の
で
、
受
診
中
の

医
療
機
関
に
紹
介
状
を
書
い
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
て
く
だ
さ
い
。
市
民

病
院
に
紹
介
状
を
お
持
ち
に
な
ら
れ
た

方
は
、
初
診
時
の
特
定
初
診
料
（
１，
０

５
０
円
）
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
市
内
や
近
隣
市
町
の
病
院
や

診
療
所
、
介
護
保
険
施
設
な
ど
と
の
連

携
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
医
療
に
関

す
る
不
安
や
心
配
ご
と
は
医
療
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
対
応
す
る
な
ど
、
安
心

し
て
受
診
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
医
事
課
地
域
連
携
係

（
2
４
５-

２
７
５
５
）
ま
た
は
、
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
（
2
０
１
２
０-

４
５
２-

７
５

０
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
病
院
建
設
に
向
け
て
の

取
り
組
み

袋
井
市
民
病
院
は
昭
和
54
年
に
建
設

さ
れ
、
築
後
27
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。

老
朽
化
が
進
む
と
と
も
に
、
よ
り
適
切

な
医
療
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
近
い
将
来
、
建
て
替
え
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
有
識
者
を
は

じ
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
メ
ン
バ
ー
と

す
る
「
今
後
の
病
院
の
あ
り
方
に
関
す

る
検
討
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
昨
年

10
月
、
５
つ
の
基
本
理
念
の
基
に
、
掛

川
市
立
総
合
病
院
と
の
統
合
が
望
ま
し

い
と
の
提
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

〈
新
病
院
の
５
つ
の
基
本
理
念
〉

①
予
防
医
療
の
拠
点
と
し
て
、
市
民
の

健
康
管
理
を
総
合
的
に
行
え
る
病
院

②
地
域
で
起
こ
る
一
般
的
な
入
院
治
療

が
可
能
で
、
生
活
習
慣
病
に
お
け
る

高
度
な
専
門
医
療
が
可
能
な
病
院

③
市
民
の
救
急
医
療
が
す
べ
て
引
き
受

け
ら
れ
る
病
院

④
大
規
模
災
害
時
の
拠
点
と
な
る
病
院

⑤
利
用
す
る
市
民
も
、
勤
務
す
る
職
員

も
ひ
き
つ
け
ら
れ
る
魅
力
的
な
病
院

で
あ
る
と
と
も
に
、
市
民
の
参
画
可

能
な
開
か
れ
た
病
院

ま
た
、
市
議
会
の
特
別
委
員
会
か
ら

も
検
討
委
員
会
の
提
言
を
尊
重
す
る
と

の
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市
議
会
の
特
別
委
員
会
か
ら
は
、
中

東
遠
地
域
に
お
け
る
新
病
院
の
位
置
付

け
を
明
確
に
す
る
こ
と
、
建
設
位
置
に

つ
い
て
は
市
民
の
利
便
性
を
損
な
う
こ

と
が
な
い
よ
う
十
分
協
議
す
る
こ
と
、

さ
ら
に
は
市
民
に
対
し
て
十
分
な
説
明

と
理
解
を
求
め
る
こ
と
が
提
言
さ
れ
て

い
ま
す
。

新
病
院
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

掛
川
市
と
の
統
合
を
踏
ま
え
、
市
議
会

を
中
心
に
様
々
な
観
点
か
ら
協
議
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
後
、
適
時

適
切
に
進
捗
状
況
を
お
知
ら
せ
す
る
と

と
も
に
、
一
定
の
方
向
性
が
示
さ
れ
次

第
、
説
明
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
情
報

提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。


